
49.瀬田三丁目字野畑出土の

遺物について
はじめに

':rHnfjと境を殺する瀬l目地域l立、大体7打の京都に位

置し、ょt!l.lt.~白地区、坂本ー錦織地区と並んで、遺
跡が集中するJll!.主主としてよく知られている.瀬白神領

問地が縫っ丘陵一千1¥'に広がる近江国府立i跡を中心に、

!認辺には国府と1剥迎するとみら.tLる遺跡をはじめ、縄

文 ・弥生 ・古墳時代のill跡も数多く分布する。

この瀬凶地域において、昭事n53.ip10月中旬、 j!i:i.仁随

街跡からI荷ftij・へ約1.2kmにある名神高速道路撤回凶イ

ンターチ且ンジ工IT.'l..Q.坊のすぐ南側の丘陵でm物を採

集したとの報告が、滋rl県教行委長会を通じて大fI!市

教γf委只会に入った.さっそ<1昭和53年10月初日に、

滋ri県教育委J~ 会文化財{札漫球技術林博遜氏 と 2在者・が

現地に赴き 、遺物の古文布状況を間決した結来、 丘陵上

一慌に多ほの上絡が認められ、当地にかなり大規模な

逃跡が存イ正していることがわかった。なお今回新たに

発見されたi也跡のr.称については、当Jll!.のJll!.名をとっ

て「野畑造問;J とした。

遺跡の位置と歴史的環境

型F側遺跡1;1:，大口t市瀬悶三丁目'"p型f側にあり、瀬阻丘

陵から派生した制IIUい小丘陵上の平島部分に立Jll!.する。

ζの丘陵lま南北側 100-150m前後の東西にのびる小

成棋なもので、西端I~瀬m川町平まで迷しておリ、 1ヒと

耐にある小谷との比肉筆lま4-5mをi刊lる.j[j:ip瀬悶

I也減の l制発が~.巡にi並み 、 野畑l迂u事の周辺Jll!.域む多く

の住宅が~ち並んでいるが、宰いにしてこのJí:陵には

開発の手がのびず、大部分が*1]や畑地として残って

いるe したがって当j立跡、の主佼・部分の i立存状汎 l.t~め

て良好だろうと考えられる。

瀬ulの1也は、若語良時代から4;:安11年代にかけてのl時期

に近江悶の中心として栄えていたため、当時の逃跡が

数多く銭っている。瀬剖の大江から神宮!iにかけての丘

陵上には近江悶I舟が巡られ、その中央官目指辺に問街が

ほかれていた。昭和385手以米発制調脊が断続的に行わ

れ、同署存政庁の建物配;盆が明らかになるなど、大きな

成朱をあげている。 ζのi!i:江田I符をql心に、周辺地域

には国府に閲巡したi立跡が多〈立地する。なかでも国

野畑 遺 跡 遠景

府のI菊)11にはi!9から.u!にかけて、 4美良H寺代から;y.安時

代頃の瓦を出土する 5 ヶ所のjïi~-:litの上辺I跡 ・ 瀬悶

廃寺跡 .rl'路遺跡 ・百-江ilU事・惣山遺跡ーが勿1られて

いる。そのなかで:紋もi!!ilfiijに位巡する宣伝の上i立跡!止、
昭和481Fから52年までの発掘，端子Eによリ、三時期に分

かれる雄物i立械と共に、 7I(初11句三 (844) 6月銘の入

った平瓦が出土したことでもよく知ら札、 「事F多釈家J

に比定する見解が省力被されている。また持続問1苑寺跡

lまi在江国J(.f商j11の短長線上に{立Vfし、名争f1tSi車道路他

殺の際の発掘調布で、 5側の礎不{をもっt答餓トが発見さ

れ、あわせて;賂跡の北に令念、さらにそれを取リ巻〈

僧JJJの一部が磁認された。ょの遺跡を国分寺に比定す

る人むいる。

上記の 2遺跡を除いた残りの 3ヶrJrのi立跡について

は、発倣~jltが実地されていないため、どのような遺

跡が存IEしているのか明らかではないが、いずれも瓦

を出土するよとから、同分尼寺やHmrにiiLl白づけられ

ている。

このように近江国術周辺に、国1符と強 <1剥i返するi阜

跡が多くあるなかで、今回発見された野知11遺跡む、成

J也において係集した土器から、やはリ奈良l時代後半か

らヂ安|時代謝1・ド頃の11判明の泣跡と与えられ、近江|司J(.f

を知る上でお?しい'tf.科を従供することになった。

遺 物

昭和53iド10月30日に行った現地調代で会掠したiii物
，;1:，倒.'~(憾とよ附苦~に限られている。 íi1.'J1:日正に 1;1:係強 l

点、合(~.長芳F:~ 2 点、渡片などがめったが、 i~.附燃は

いずれも小Jr で、 ~~'f~の縦認できるむのはなかった。

さらに今向の現地調殺では瓦のぷ線はなかった 次に

表採した土骨量について閥単に紹介しておよう。

杯遜1(図 2-1 )円径15.2cmを測る偏平な線形を
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図 1 瀬田・石山の吉道と奈良時代の遺跡

A野畑遺跡 1;積回廃寺跡 2~量ノよ遺跡 3中路追跡 4神谷遺跡 5近江隠府跡 6近江国介寺跡

7惣山遺跡 RI東海道 R 2不動道 R 3醍醐越 R 4牛尾鎚

呈する。天井膏1)は平怨で、頂部に偏平な宝珠つまみが

付<c 口線端部はつまみ出しにより外商がやや凶み、

先織は丸みをおびて終わる。天井部は粗いへラ削り(

時計方向)を行い、宝珠つまみを核合した後、その部

分に繍ナデ側線が泌され、核合部分を了埼互に消してい

る。また U綾部外商や内街全体にも徽ナデ濁撚が~.め

られる.なお天井部と口縁部との附にif(i;l焼きの痕が

明瞭に-VJ1る。胎土 ・ 焼成ともに良18.で、色~H;1明灰色

を呈する。

???占形が偏平で、口敏普自の腿幽昔日が緩いなど、退化現

象が認められる二とから、 9世紀前半頃において笈支

えないであろう。

合イサ長類鐙2(図 2-2)府部から上の部分が欠航

する。休部最大後は18.6cmを測る。府部から r< J q-: 
;tKに凪併した{本部は底部にかけて直線的にすlままり、

貼付けの均台がつく。 f本部鳳折部iこ1:条の凶科lが認め

られる以外に地文はない。

高台部{立後10.2cm、商さ1.5cmをilliJる。端部外I師{ま

徽ナデにより凹み、|勾先端が接地する。

若器商2限付基は、休部下位にへラ自Ij1) (時計方向)が』留

され、出合の接合$1;1丁1lLな機ナデ5縄戦が~められる.

しかし底部外商{ま朱倒務のままである。また休郊外I商

li機ナデ、底部内部は不定方向の粗いナデ仕上げが行

われている。胎土 ・焼成ともに良好で、色調l;t淡灰色

からi炎灰禍色を呈する。

向付l:~頚登 3 (図 2-3) 口堅良部が欠tnする。肩書~

から r< J字状に腐折する休部はやや内均t!みにすぽ

まり.底部にいたる。底部にはJLli付けの高74tがつ〈が、

端部が欠mしているため、形がはっきリしない。体都

li ti付良鎖遊2とlよ主主な，)， JtiH.庁部の稜が鈍〈、凹t'i!

lま認められない。体育IS内外婦には償ナデ翻型車がhl1iされ

ているが、休部下部にはへラ削リ(時計nliiJ)が認め

られる。底部外iloはやはり米調fをのままである.また

底部内前と日郊外而に自然利がかかっている.胎土 ・

焼成とむに良好で、色W，11立l':f灰色をE置する.

fHサ長芸員盛 2・3とも、(本書1)や河合の形態からみて、

あまワ時期差はなく、杯、滋よリやや古い1時期に惣定し

てよいであろう。

まとめ

ここに紹介した須必総{止、係遣をの口紘苦悩や台{寸l是類

査の荷台古11の形態から、はtl'議良|時代後半から平安時

代前半頃の時期とみて長支えない。したがって野畑i1t

跡{主、 :ftの上遺跡や瀬間l発寺跡などとほぼ同時l切に存

.(j:していたと考えられ、 i1!:江国I(.fと5賞、、|対j虫11をらっ

た遺跡とみてよい。だが当遺跡の11絡については、発

J総言問主主を会〈行っていない攻段階では明石復なことはfliJ

b言えないが、遺跡の立地する位目立からひとつの被ulll

は可能である。

当巡I跡が立.t¥I!する丘陵地付近の地形をよく比ると、

丘陵上の平鐙都中央付近にほぼ夜間に走る翁11い道があ

る.このi立は丘陵東端付近で東南方向に.J'fr.Il、瀬m丘

陵を通って日上へIBゐ(図 lのR2). 地元では不動逃
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とよばれ、古くから知られた道でみる。しかし丘陵上

の東西の迫と不動道との按点からn北にのぴる道もあ

リ、瀬悶唐織を渡って瀬田に入った旧東海道 ((雪11-

R l )に接続する。この桜点に盆の上遺跡がある。ま

た来西遊を西へ行〈と、すぐに瀬町川畔に出る。対岸

{ま京阪電鉄石山寺駅付近、すなわち鐙谷の地にあたり、

ここから石山寺 ・石山手町から京都11M慨にぬける醍醐

総の道(図 1-R 3)と、悶分から牛尾観音をへてやは

り醍醐にぬける牛尾越の道((溜 1-R4 )がある。さら

に鐙谷付近のi頼回I11の川底から天保 2年に僑胸の一部

とみられる半主将が見つかったことがあリ、ここにかつ

てf.!rrがかかっていたのではないかとする見方もある。

しかし当初の勢多絡がこれにあたるとむいうが、それ

はともかくとしても、古い巡の位illから、野畑遺跡の

立地する丘段上を走る東西の道がj頼関川畔に逮する地

点から対E誌の鐙谷に橋がかけられていたという ζ とは

充分に48・えられる。

このようにながめてくると、野畑遺跡が立地する丘

陵地i孟、悶上へぬける不動道と、 ti~tへのぴて旧東海

道に合流する道仁僑を放って有山へ行〈道との接点

にあたリ、ニの三叉路付近から西側-11r;に当遺跡が広

がっている. しかも ζ の員l!.はj丘江国府の商i翁IHtj入口と

しての位mにゐたリ、野畑遺跡がその守りとしての悦

傍を4草した遺跡でJうることは充分に考えられる。大J1!!

な椛inlJではあるが、 r勢多駅家J のような性絡の遺跡

だとする考え方もあながち努定できないだろう。今後

の党銅調査が注目される。(松浦俊和)

50.信楽町飯道神社の

懸仏について
撮詮桝1:本殿解体修理工'li:に際し、昭和51年 7月21

8、内側iの岐を解体したところ内部から紗しい数泣の

盤拡が発見された.tWと1;1仏設に必ける紙偽岨に相当

するものでitll者(1体を安れするために床上に殺けられた

むのである。これらは発.h!.W去に工・15.(初係者の予によ

り境内土蔵に移されたため、発見l時め状況を示す記録

写:な~Iよ rrfJ:しない. これらの懸仏1月:の保千F と活用を

図るため、神社側関係者と協議のうえ、同年11J118日、

修理I!現場。JH:張所に布いて必婆枇少阪の潟査をすませた

後に架空鍛i立を手IJm して LLJ~におろし、当分の問滋r~

県立琵琶湖文化館において保管することになった。問

館主主主主目の協力を1ftて部主主を実地したの?その概嬰を

記すニととする.

懸仏l孟、もとはi旬i正体と呼lまれていたもので、この

f 

o 5 

図 2 .野畑遺跡出土遺物

1.杯霊堂 2. 3.台付長頚蜜

cm 
10 

うち~mIiîに仏像苦手を線刻や彩両で平面的に表現したも

のを銚像といい、円形のii域4ニ半肉彫やJZ体的t.dt、{象
司"T'，ι

を耳)(1)付け懸穴や釣銭をもつものを形態上から懸仏と

称している。これら U.社等・の堂内のu.trroゃ議lこ悠;け吊

って礼拝の対象にするもので、当社のものには鋭像と

11千ぶべきものも含も・が、ここでは懸仏と称して必〈 。

当社の懸仏~I:I:、鋭板の枇も大きなむので径31.9cm 

t.u主で、懸{ムとしてはやや小型の部鰍に属すものが多

〈、しかも完形品1:1:比較的少なも、 当社は'('1ltの11年代

に数伎の火災に過ったようで、場了FitttR，の多くは火'1'
伎を残し、また鋭絞を焼失 した~{象が多い。 ニ il らと

共に鋭桜を飾っていた美経 .越議 .約千 .往生 .ii::li長
. 詩集え . 謎誌等の~:l!欠ら多数を内め、ょのうち、か
つて 1((径が70cm犯の大きな懸仏が存イ正 したことを貌わ

せるill，おも含まれる.Jを現さ ht.:作伐としては、釈迦-
"‘ せ"L高齢ポ・阿弥陀 ・iQ1鋭管 ・トーI而観音 ・千子鋭rf.j也政

主事雌 ・毘沙門天草Fがあり、なかでも釈迦 ・誕ftlU• 1旬JJ，'J;

l冶の士官n米が圧倒的に多いとよろから、飯i立大J/，在現の
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ノド封j!{1、がこのさ州米である ζ とは明11である.1tJ思{象

l:!.薬Cijj加来立i集i躯を除さすべて坐{象である。また技

法，)IJにみると議論裂のも広治挙{象が多〈、 i海鋼板の利I

H.i仏、も~~ ・ 1多聞のものがこれに次ぐ .

懸仏の l形式 1;J:、鋭而iに毛彬を絡した銚像から、 ~I'(象 ・

仏像そのむのに立J誌が移 1)、その炎現が次第に!出消さ

れて湾内Mj~ ・ 半 l勾 l彩へと売以したと考えられている .

阿弥陀如米総刻像(写点 1) I土、鋳銅製のT小、鋭械に

蜘柑らし、織の械を駆使して制l似ニに結晶与，
日長坐する姿を逆立わし、光1'tli火焔{寸二A円光を刻IJH.Iす

る。上羽i中央に円形釣銭孔をむつだけで花瓶 .Ali.等
の装飾的な炎現li一切地さず、銭商いっliいに{象を記号

わし、{笠谷も犯やかであるところなどから縦瓜時代の

!嵯品と見られ、今回先見されたらののうちf誌も内械を

写真 | 阿弥陀如来毛彫懸仏(銭像)平安時代後期

|亙 分 l( 数 l勾

示すものである.平I削象から立体像への過波J~jに当る

例として挙げられる集師事n楽部内彫像(:写μ2)I立、

鋳銅製の鋭板に減給を怒らせ、 ~i象&ぴ1今度を別材で

打出し、各々銭#iに鋲」とめするむので、~而に「波長

問 f(': 壬 F トー~R ト日」の占~L!}銘をもっJ，~ì終作似jである 。

なお、イ五銘のものは29例を数えるが、池袋四年(1252)

のものが最も古仁ほかに正元元年 (1259).正中 3

1f (1326)、延文5年 (1360)、天文24年(1555)、

天JE6 年 (1578) の滋11~または陰刻銘を有するむのを

隊認した。鎌合|時代から南北朝時代にかけて粉省、な鈴

Z師事~lド I勾彬像がiZられるが、当社の鋭械を?とった仏像

の多くはこの頃の作と見らnる.日程町以降の作品{立、

荘厳Hがやたらと打ちつけられ形式化がiffiみ、組1淳厳

令似の附議な作が多い。

このように平安時代後期から江戸時代初期にかけて

の制I仏符合の而J必を伝える懸仏鮮が下表の如〈多吐に

{忌イ'J:したことは阪めて rt退であリ、肢史的にみても飯

泊111frl fJ'1Iの災悠を示すものとしてfrsiflli.li1¥'fJ ¥、。

なお、二れらの懸{ム{立、昭和544'-3 H30日付けで似

指定有lf~文化財に指定された。(i院本忠雄)

写真 2 業飾如来像懸仏鎌倉時代

容

鈍械を1-iするも 153“，4.( 
木製5r師.袋Ifiiに本阪を当てるもの83ifu.

飯 の そのf也651fii. これらのうちの:銘25!(iIc
地 JJj制慾 356λ'ム鈎l'~lllfム70点. 水i孟 7 点。
事11 S車似を日ミゥた ~i 433b. l~f~j)IJI付 .J{

n f虫イ象 (M96 制 li144 川山9 その伽加l米 j附， .-1州内)
懸 子予t4I/.(;>8.地泌f判長". J~t lJJ.仔 L.そめf也の持MiI伝 9.J!巳沙1"1R. 1 . 

fム 1y.+し 4 .• ; 小慢の鋭桜に |漆車IJ~ を地したむの 4.

1~t その絞
448点

天l.i. 光1-ÿ . 合旅 . p，護格 ・ 花瓶 . Ni1ヒ・釣金J1(イヒ先If~ .術I悩度当事)

(議 ttZ) 低輸残欠 . ~品剣製仏像伐欠 ・ 令事

1ョa、 1，038.'，¥( ニのほかに飾金H・木製法i，W，で懸{ムに関係しないむの70/':あリ
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